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別紙 

保育所緊急整備事業補助金交付要綱 

 

（目的） 

第１条 この補助金は、待機児童解消のための保育所の創設や老朽改築による保育環境整

備などの保育所の施設整備に要する費用の一部を補助することにより、子どもを安心し

て育てることができる体制整備を行うことを目的とする。 

２ 前項の補助金については、予算の範囲内において交付するものとし、補助金等の交付

手続等に関する規則（昭和４０年埼玉県規則第１５号。以下「規則」という。）に定め

るもののほか、この交付要綱の定めるところによる。 

（交付の対象） 

第２条 この補助金の交付の対象は、「埼玉県子育て支援特別対策事業実施要綱」別添１

（以下「事業実施要綱」という。）に掲げる保育所緊急整備事業とする。 

（交付額の算定方法） 

第３条 この補助金の交付額は、次により算出するものとする。 

  なお、算定された交付額に１，０００円未満の端数が生じた場合には、これを切り捨

てるものとする。 

（１）対象経費の実支出額の合計額と、総事業費から寄付金その他の収入額（学校法人及

び社会福祉法人の場合は、寄付金収入額を除く。）を控除した額とを比較して少ない

方の額を選定する。 

（２）事業実施要綱の３により、補助基準額を算定する。 

（３）（１）により選定された額と（２）により算定した額とを比較していずれか少ない

方の額に事業実施要綱の３に掲げる補助率を乗じて得た額の範囲内の額を交付する。 

（補助金の支払） 

第４条 この補助金は、概算払いをすることができるものとする。 

（交付の条件） 

第５条 この補助金の交付の決定には、次の条件が付されるものとする。 

（１）事業を中止し、又は廃止する場合には、知事の承認を受けなければならない。 

（２）事業が予定の期間内に完了しない場合又は事業の遂行が困難になった場合には、速

やかに知事に報告してその指示を受けなければならない。 

（３）事業に係る予算及び決算との関係を明らかにした調書を作成し、これを事業完了の

日（事業の中止又は廃止の承認を受けた場合には、その承認を受けた日）の属する年

度の終了後５年間保管しておかなければならない。 

（４）市町村が事業者に対して、この補助金を財源の一部として補助金を交付する場合に

は、次の条件を付さなければならない。 

ア 事業の内容のうち、次のものを変更する場合には、市町村長の承認を受けなけれ

ばならない。 

（ア）建物の規模又は構造（施設の機能を著しく変更しない程度の軽微な変更を除く。） 

（イ）建物等の用途 

（ウ）利用定員 

イ 事業を中止し、又は廃止（一部の中止、又は廃止を含む。）する場合には、市町

村長の承認を受けなければならない。 

ウ 事業が予定の期間内に完了しない場合又は事業の遂行が困難になった場合には、

速やかに市町村長に報告してその指示を受けなければならない。 

エ 事業により取得し、又は効用の増加した不動産及びその従物並びに事業により取

得し、又は効用の増加した価格が５０万円以上の機械及び器具については、減価償

却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）で定めている耐
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用年数を経過するまで、市町村長の承認を受けないでこの補助金の交付の目的に反

して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、担保に供し、取壊し又は廃棄してはなら

ない。 

オ 市町村長の承認を受けて財産を処分することにより収入があった場合には、その

収入の全部又は一部を市町村に納付させることがある。 

カ 事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業の完了後において

も善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運用を図らなけれ

ばならない。 
キ 事業完了後に消費税及び地方消費税の申告によりこの補助金に係る消費税及び地
方消費税に係る仕入控除税額が確定した場合は、速やかに市町村長に報告しなけれ
ばならない。 

  なお、事業者が全国的に事業を展開する組織の一支部（又は一支社、一支所等）
であって、自ら消費税及び地方消費税の申告を行わず、本部（又は本社、本所等）
で消費税及び地方消費税の申告を行っている場合は、本部の課税売上割合等の申告
内容に基づき報告を行うこと。 

  また、市町村長に報告があった場合は、当該仕入控除税額の全部又は一部を市町
村に納付させることがある。 

ク 事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、当該収入及び支出について
証拠書類を整理し、かつ、当該帳簿及び証拠書類を事業の完了の日（事業の中止又
は廃止の承認を受けた場合には、その承認を受けた日）の属する年度の終了後５年
間保管しておかなければならない。 

ケ 事業を行うために締結する契約の相手方及びその関係者から、寄付金等の資金提
供を受けてはならない。ただし、共同募金会に対してなされた指定寄付金を除く。 

コ 事業を行うために建設工事の完成を目的として締結するいかなる契約において
も、契約の相手方が当該工事を一括して第三者に請け負わせることを承諾してはな
らない。 

サ 事業を行うために締結する契約については、一般競争入札に付するなど市町村が
行う契約手続の取扱いに準拠しなければならない。 

（５）（４）により付した条件に基づき、市町村長が承認又は指示する場合には、あらか
じめ知事の承認又は指示を受けなければならない。 

（６）事業者から財産処分による収入又は補助金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入
控除税額の全部又は一部の納付があった場合には、その納付額の全部又は一部を県に
納付させることがある。 

（７）事業者が（４）より付した条件に違反した場合には、この補助金の全部又は一部を
県に納付させることがある。 

（申請手続） 

第６条 規則第４条第１項の申請書の様式は、様式第１号のとおりとし、その提出期限は、

毎年度別に定めるものとする。 

２ 規則第４条第２項第１号から第４号までに掲げる事項に係る書類の添付は要しない。 

（変更申請手続） 

第７条 この補助金の交付決定後の事情の変更により、申請の内容を変更して変更交付申

請等を行う場合には、前条の規定を準用する。 

（交付決定までの標準的期間） 

第８条 県は、交付申請書又は変更交付申請書が到達した日から起算して原則として３か

月以内に交付の決定（決定の変更を含む。）を行うものとする。 

（交付決定の通知） 

第９条 規則第７条の交付決定通知書の様式は、様式第２号のとおりとする。 

 



 

- 3 - 

（状況報告） 

第１０条 市町村は、補助金の交付の対象となった施設整備事業に係る工事に着工したと

きは、様式第３号により工事に着工した日から１０日以内に知事に報告しなければなら

ない。 

２ 補助金の交付を受けた市町村は、知事の要求があったときは、補助事業の遂行状況に

ついて、当該要求に係る事項を書面で知事に報告しなければならない。 

（実績報告） 

第１１条 規則第１３条の事業実績報告書の様式は、様式第４号のとおりとし、事業完了

後（第５条（１）により事業の中止又は廃止の承認を受けた場合には、当該承認通知を

受理後）速やかに提出しなければならない。 

（補助金の額の確定の通知） 

第１２条 規則第１４条の規定による補助金の額の確定は、様式第５号により行うものと

する。 

（書類の整備） 

第１３条 市町村は、補助事業に係る収入及び支出等を明らかにした帳簿を備え、かつ、

当該収入及び支出等についての証拠書類を整備保管しておかなければならない。 

２ 前項に規定する帳簿及び証拠書類は、当該補助事業の完了の属する会計年度の翌年度

から５年間保管しなければならない。 

（その他） 

第１４条 特別の事情により第３条、第６条、第７条及び第１１条に定める算定方法、手

続きによることができない場合には、あらかじめ知事の承認を受けてその定めるところ

によるものとする。 

 

   附  則 

 この要綱は、平成２１年度分の補助金から適用する。 

   附  則 

 この要綱は、平成２２年度分の補助金から適用する。 

附  則 

 この要綱は、平成２３年度分の補助金から適用する。 

附  則 

 この要綱は、平成２４年度分の補助金から適用する。 

 （平成２４年９月７日付け子育て第３８９号） 

   附  則 

 この要綱は、平成２７年度分の補助金から適用する。 

 （平成２７年７月１３日付け少子第４３３号） 

   附  則 

 この要綱は、平成２８年度分の補助金から適用する。 

 （平成２８年１２月２１日付け少子第１０３２号） 

   附  則 

 この要綱は、平成２９年度分の補助金から適用する。 

 （平成３０年１月１８日付け少子第１０２５号） 


